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　本論文は，英国における歴史的近代橋梁保全運動の黎明期にあたる第一次世界大戦から第二次世界大戦
までの戦間期（1919 年～ 1939 年）に着目し，様々な主体や個人がどのように関与し橋梁の保全か撤去
かをめぐる議論がどう展開していったのかを，国会や自治体議事録，関係者の書簡，当時の新聞記事など
の文献資料の精査により詳細に明らかにしたものである．
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1. はじめに

　社会や産業構造が変化していく中で歴史的建造物
をどのように保護していくかは，すべての先進国に
おいて共通の課題となっている．世界に先駆けて産
業革命を成し遂げた英国はどの国よりも早くこうし
た課題に直面した国である．第一次世界大戦後，復
員兵や移民の流入による都市拡大と自家用車の急速
な普及による交通量の増大により，多くの近代道路
橋が取り壊しの対象となる中，それまでは見られな
かった近代橋梁 1) を対象とした保全運動が行われた
ことが知られている．しかし，当時の具体的な議論
の展開については不明な点が多い 2), 3)． 
　本論文の目的は，英国における歴史的近代橋梁保
全運動の黎明期にあたる第一次世界大戦から第二次
世界大戦までの戦間期（1919 年～ 1939 年）に着
目し，近代橋梁の保全運動の事例としてウオーター
ルー橋とメナイ橋の二橋を選び出し，それぞれの保
全運動の経緯について新聞，学術専門誌，英国国会
議事録，保全運動で中心的に活動していた関係者間
の書簡等の文献を調査，分析することにより，詳細
なケーススタディを行い，様々な主体や個人がどの
ように関与し橋梁の保全か撤去かをめぐる議論がど
う展開していったのかを明らかにすることである．

　戦間期の官公庁の公式文書および新聞記事を精査
した結果，戦間期に保全の議論が行われた近代橋梁
の保全運動の事例として，ウォータールー橋とメナ
イ橋を抽出した．
　なお，本稿では保全という用語を用いているが，
単なる構造物の保存だけでなく，橋梁の歴史的価値
に留意しながら，橋梁の機能を保持するために適切
な補修補強を行うこと，場合によっては橋梁を維持
するための機能の改善等も含まれることと定義する．

2. ウォータールー橋の保全運動

（1）ウォータールー橋の保全運動の経緯
　ウオータールー橋はロンドン中心部のテムズ川に
1817 年に建設され，1937 年に撤去された石造アー
チ橋である．図 1 にウォータールー橋の位置図，表
1 に諸元，写真 1 にウォータールー橋の戦間期の状
況 4) を示す．
　ウォータールー橋の保全に関する議論は 1924 年
に本格的な議論が開始されてから，撤去が決定する
1934 年まで続き，この期間の保全議論の展開をそ
の内容から三つの期間に分け整理する．
　1924 年から 1925 年には，建築家レジナルド・ブ
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ロムフィールド（Reginald Blomfield, 1856-1942）をは
じめとした歴史的建造物保全運動や環境保全運動に関
わっていた識者等の協働，図 2 に示すようなタイム
ズ紙などの新聞や雑誌を通じてウォータールー橋の
保全が提起された 5)．1925 年から 1932 年までは，
ウォータールー橋の管理者であるロンドン・カウン
ティ・カウンシルや国会によりウォータールー橋を
保全し，その実用的な機能を代替する新橋を建設
する計画案が議論された時期であった 6),7)．その後，
1932 年から 1934 年の期間はウォータールー橋の
保全を含む代替橋建設案が，世界恐慌や関係者の
承認が得られなかったことや 8)，ロンドン・カウン
ティ・カウンシルの議会選挙での労働党の勝利の影
響により破棄され，新たにロンドン市長に就任した
ハーバート・モリソン（Herbert Morrison, 1888-
1965）は，1934 年に 6 車線のコンクリート橋を建
設することを決定した．1937 年に新橋の建設が始
まり，1945 年に現在のウォータールー橋が竣工し
た 9)．

（2）ウォータールー橋の保全運動の特徴
　ウオータールー橋の保全運動の特徴については，
以下の点が指摘できる．
　老朽化や構造上の問題から地元自治体が撤去の方
針を決定したことに対して，橋の歴史的，景観的価
値を評価する建築家や美術家等が保全を求め個別に
保存運動をおこしたことがスタートであったこと，
それらがやがて組織化され，当時の主要メディアで
ある新聞を用いた保全意見の社会への発信や，架け
替え資金を負担する国に対する保全の働きかけなど
多様で効果的な活動に発展していったこと，運動の
中心になったのは歴史的建造物保全運動や環境保全
運動で活躍していた個人や団体であり，そうした運
動からの様々な経験が橋梁という別分野の対象の保
全運動にも役立てられたと考えられる．
　また，同橋の保全運動には，保全を巡る議論が長
期に及んだ結果，世界恐慌という予測不能な社会的
変動に巻き込まれ最終的に当時の政府の判断で撤去
に至った経緯が明らかになった．

3. メナイ橋の保全のケーススタディ

（1）メナイ橋の保全に関する議論の経緯
　メナイ橋は 1826 年に竣工した錬鉄製チェーン
吊橋である．ロンドンとアングルジー島を結ぶホ
リーヘッド道路（Holyhead Road）の一部として，
ウェールズの首都バンゴールからアングルジー島へ

写真 1　1925 年頃のウォータールー橋 4)

表 1 ウォータールー橋の諸元

図 1　ウォータールー橋の位置と周辺図

図 2　1925.2.24 日付けのタイムズ紙にカーゾン卿（Lord 
Curzon, 1859-1925）により投稿されたウォータールー
橋の保全の呼び掛け（抜粋） 5)

橋長 375m
幅員 8.4m

設計者 ジョン・レニー（John Rennie, 1761-1821）

管理者 ロンドン・カウンティ・カウンシル
（London County Council）

径間数 9 スパン（No.1 は北側堤防の一部に）
開通 1817 年
撤去 1937 年
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年　月 LCC（管理者） 保全推進派 国・政府

LCC（管理者） 保全推進派 国・政府

メディアによる
保全アピール

SPAB等による
質問提案書が
LCCに提出され
る

RIBA
建築家レジナル
ド・ブロムフィ
ールド

テムズ川交通委員会の報告
橋の架け替えを再決定

ウォータールー橋の撤去決定
を発表

SPAB（中世建造物保）

建築家協会（建築史）

1913　ロンドン・ソサイエティ

（ロンドンの都市計画、景観）

1924　王立美術委員会

（公共建造物のデザイン）

歴史的建造物保全運動

環境保全運動

LCC議会内でウォータールー橋
に関する審議

審議前に代表団による保全要望

1924.5
1924.5

1924.7.15

1925.2.24

1923

1924

1925
年　月 LCC（管理者） 保全推進派 国・政府

LCC（管理者） 保全推進派 国・政府

メディアによる
保全アピール

ウォータールー橋の撤去新設
を独自に再決定

国会でチャリングクロス橋案
について予算審議、廃案

国会に河川横断交通に関する
王立委員会設置

ウォータールー橋の補修及チャ
リングクロス橋の新設を勧告

ウォータールー橋保存を推進
するための会議報告書をLCC
に提出。補強の可能性を提言

チャリングクロス橋案の検討
開始

テムズ川交通委員会の報告
橋の架け替えを再決定

審議前に代表団による保全要望

1926.6 

1925.2.24
1925

1926

1927

1930

1932

国会政府関係者へ働きかけ

チャリングクロス橋建設提案

年　月 LCC（管理者） 保全推進派 国・政府

政府との費用交渉難航も
撤去、車線道路橋新設の決定

1934年3月
モリソンが
ロンドン市長

撤去の決定、撤去工事開始

補修、拡幅スキームを破棄

補修、拡幅案を軸に政府と
建設費交渉

入札等工事準備

ウォータールー橋の撤去新設
を独自に再決定

政府が工事費の60%拠出
建設許可

ブロムフィールド等有志による
ウォータールー橋撤去反対の陳情

1932

1933

1934

図 3　ウォータールー橋の保全に関する議論の経緯

渡るフェリーの代替に建設された橋梁で，設計，建
設ともに初代英国土木技術者協会会長のトーマス・
テルフォード（Thomas Telford，1757-1834）が
あたった 10)．図 2 および図 3 にメナイ橋の位置図，
表 2 に諸元，写真 2 にメナイ橋の補強工事前の状況
11) を示す．
　メナイ橋の保全に関する議論は，その内容から 2
つの時期に分けられる．一つ目は，架け替えの提
起が行われ，その後，議論が停滞した 1922 年から
1934 年，二つ目に補強工事が決定する 1934 年か
ら 1940 年までの期間である．
　メナイ橋の当時の管理者である運輸省（Ministry 
of Transport）は，劣化による強度上の問題から架
け替えを計画し 12)-15)，地元自治体であるアングル
ジー・カウンティ・カウンシルとカーナボンシャー・
カウンティ・カウンシルという 2 つの地元自治体と
協議を行った．両自治体は架け替えを承認したもの
の，コンクリートアーチ形式の新橋を建設すること
については懸念を示していたことが確認された 15)-17)．

写真 2  1905 年頃の補強工事前のメナイ橋全景 11)

© Crown copyright: RCAHMW

図 5　メナイ橋の位置詳細図

図 4　ホリーヘッド道路およびメナイ橋の位置図

橋梁形式 7スパン錬鉄製チェーン吊橋，改良後：鋼鉄製チェーン吊橋
設計者 トーマス・テルフォード
橋長 417m
スパン 中央スパン 176m
幅員 12m
開通年 1826年
補強
工事年 1938-1940 年

所在地 メナイ海峡，バンゴール
所有者 運輸省

表 2 メナイ橋の諸元
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地域住民であり，鉄道技師でもあったポルトニーが，
タイムズ紙に橋を保全すべきと問題提起しており 18)，
橋を保全すべきという機運は存在していたことがう
かがえる．
　この後，メナイ橋の保全議論は 1934 年まで停滞
する 19)-23)．この要因は明確になっていないが，運輸
省が提示した新橋の設計案に対する地域からの懸念，
工事後の所有の問題 17)，世界恐慌の影響による道路
整備事業の中断 24) があったと推察される．
　この間，1934 年には地元の自動車利用者により
新橋建設の嘆願が行われている 25)．一方，1935 年
には，ウェールズで地域の歴史を調査研究するカン
ブリア考古学協会により運輸大臣に対し，メナイ橋
の保全要望が行われている 26)．
　1936 年 1 月 9 日午後に発生した暴風によるメナ
イ橋の被害により，メナイ橋が通行止めになりアン
グルジー島がブリテン島本島から孤立したことから，
メナイ橋の架け替えの議論が再び本格化した 27), 28)．
　運輸省は，1936 年 5 月にアレクサンダー・ギ
ブ・アンド・パートナーズ（Sir Alexander Gibb & 
Partners）に技術検討を委託し，橋の保全が可能か
どうか検討することになった 29)．ここで，運輸省は
橋を保全すべきものとして 1925 年当時の架け替え
の方針を転換させたものと推察される．
　1936 年 11 月に調査検討結果の報告を受けた運
輸省は，1937 年 2 月にメナイ橋の保全に向けた補
強工事を行うことを決定し 30)，その設計にアレクサ
ンダー・ギブ・アンド・パートナーズが当たること
となった 31)．
　アレクサンダー・ギブ・アンド・パートナーズ
の代表であるアレクサンダー・ギブ（Alexander 
Gibb，1872-1958）は，運輸省時代の部下である
土木エンジニアのガイ・アンソン・マンセル（Guy 
Anson Maunsell，1884-1961）をメナイ橋の工事
のために招聘し，メナイ橋の補強工事にあたった 31)．
　メナイ橋の保全の成功の要因には，ギブ及びマン
セル（Guy Anson Maunsell，1884-1961）等の土
木エンジニアの貢献が大きかったと考えられる．
　ギブは，1936 年から英国技術者協会（以下，ICE
とする）の会長を務めており 32)，当時，著名な土
木エンジニアの一人であった．1936 年当時，公共
物の設計におけるアメニティ等を諮問する王立美術
委員会の委員でもあった 33）．1935 年にテルフォー
ドの伝記『The Story of Telford: The Rise of Civil 
Engineering』を出版しており 34)，テルフォードと
彼の設計した構造物に対する見識や関心が深かった
と考えられる．マンセルは，理想のエンジニア像と
してテルフォードに対する経緯を抱いていたことが， 図 6　メナイ橋の保全に関する議論の経緯

アングルジー・C議会
運輸省から協議申請について報告

内閣委員会で失業対策として
メナイ橋の架け替えを検討
内閣委員会で失業対策として
メナイ橋の架け替えを検討

内閣委員会で失業対策として
メナイ橋の架け替えを検討
下院にてどのように自治体と
橋の架け替えについて協議す
るか、いつ頃着手するか審議

支保工により中央部のアーチを
支える補修工事
中央スパンをコンクリート
アーチに架け替える案を検討　

アングルジー・C
及びカーナボンシャー・C

の合同協議で運輸省の計画を承認
ただし設計案には懸念

地域住民で鉄道技師のポルトニー
によるタイムズへの投稿
橋の保全と新橋を別の場所へ

建設する提案

設計案などについて
協議継続

1924.1.18

年　月 国（管理者） 立地自治体 地域住民

1922

1923

1924

1228,000ポンドでメナイ橋の
工事を決定

工事計画を自治体に提示承認

工事計画を王立美術委員会承認

メナイ橋の方針を決定する会議
地元の意見が二分

運輸省がアレクサンダー・ギブ
・カンパニーに技術検討を委託

暴風による被害

メナイ橋の補強が可能か技術
検討

1937.2.24

1937.12.2

1937.12.21

1936.11.11

自動車利用者（地域住民）
による運輸大臣への新橋

架け変え要望

1934頃

カンブリアン考古学協会
が運輸大臣に保全要望

1935頃　　　　

保全要望

新橋建設要望

1936.3

1936.1.9

1934

1935

1936

1937

講演資料などからうかがえる 35)-37)．メナイ橋の補強
工事の設計にあたっては，まず第一に美学的見地か
ら現橋の外観，魅力などを保存するという方針の下
で設計を行っている 31)．このように，両者ともメナ
イ橋をテルフォードの作品として保全すべきとの意
識を持っていたと考えられる．

（2）メナイ橋の保全に関する議論の特徴
　メナイ橋の保全議論のポイントは，一点目は，
ウォータールー橋とは違う形の保全の動きとして，
地元住民や郷土史を研究する団体からの保全要望が
英国議会等を通じて国に示されたことが架け替えの
方針を転換させる大きな要因となったこと，そして
こうした地域住民や郷土史研究グループの保全意識
は，ウオータールー橋で認められた歴史的建造物保
全運動や環境保全運動が広く社会に浸透していたこ
とと無関係ではなかったと考えられる．
　二点目は，メナイ橋を設計したテルフォードとい
う著名な近代橋黎明期のエンジニアに対して当時第
一線の土木エンジニア達が強い敬意を持っていたこ
と，そして具体的な保全の取り組みに技術者として
関与する中でそうした意識が彼らをして偉大な先人
の作品である橋梁をできるだけオリジナルの姿に近
いかたちで残そうとの方向に進ませたであろうと考
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えられる．

4．まとめ：英国における歴史的橋梁保全史に
おける戦間期の位置づけ
　二橋のケーススタディの成果をとりまとめた結果，
図 5 に示すように，英国の戦間期における近代橋梁
の保全運動の芽生えには，18 世紀以来の歴史と経
験を持っていた歴史的建造物保全運動や環境保全運
動からの影響が大変に大きかったこと，そして，そ
の中にあってそれまで近代橋梁の保全には強い関心
を見せていなかった土木エンジニア達の間で，先人
の功績としての歴史的価値が認められた近代橋梁を
保全すべきとの意識が覚醒していったことが示され
た．
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